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島根県西部地域のオリストストローム起源の三郡変成岩
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Abstract：Pelitic　schist　derived　from　olistostromes　is　found　in　the　Sangun

metamorphic　rocks　distributed　in　the　Masuda－Misumi，the　Hamada一：Kanagi，and

the　Gozu　areas　in　the　westem　part　of　Shimane　Prefecture．

　The　pelitic　schist　contains　large　and　small　clasts　of　sandstone，chert，

mudstone，siltstone　and　green　rock　within　a　mudstone　matrix．

　The　occurrence　of　pelitic　schist　derived　from　olistostromes　in　the　Sangun

metamorphic　rocks　proper　is　thought　to　be　very　important　to　clearify　the　history

of　g・eotectonic　development　of　the　basement　rocks　in　Southw6st　Japαn．

要　　旨

　島根県西部の益田一三隅地域，浜田一金城地域及び江津

地域に分布する三郡変成岩類からオリストストローム起

源の泥質片岩を見出した．その模式地は島根県那賀郡三

隅町大字岡見字須津である．須津地区の地層は三隅層群

黒沢累層に属し，三郡変成岩プロパーの地層である．泥

質片岩の基質部は低変成度の結晶片岩であるが，そのク

ラストやオリストリスは片状構造が顕著でなく，原岩の

組織をよく残している．このようなオリストストローム

起源の地層が三郡変成岩の原岩として広く分布すること

は，西南日本の古期岩類の構造発達史を解明する上で重

要な事実であると判断される．

1．　まえがき

　島根県西部地域の益田市から江津市にかけての地域に

は，三郡変成帯山陰支脈（北部変成帯）に属する低温高

圧型の広域変成岩類がかなり広く分布している．それら

の分布・岩相・変成鉱物については，橋本（1972），岡村

ほか（1975），岡村・岡屋（1975a，1975b），渡辺ほか

．（1982），Watanabeε乙αZ．（1983），渡辺（1985），千貫

（1985），渡辺ほか（1986）などによって報告されている．

　三郡変成岩は藍閃石変成作用を受けた変成岩及びこれ

と同じ岩相を持つ変成岩と定義されており（例えば，猪

木・長谷，1987），かっては飛騨変成帯と対をなす低温高

圧型の変成岩とされていたが，三郡変成岩類の年代測定

＊中国。四国地域地質センター

（Nishimuraθ古αZ。，19831柴田・西村，1983，1984，

1985，1986）及び地質特性の解析（早坂・原，1983）に

よって，従来一括されていた“三郡変成岩”は形成条件

を異にする複数の変成帯あるいは地質単元の寄せ集めで

あるとみなされるようになった（Nishimura，1986；

西村・柴田，1987）．また，：Nishimura（1986）と西村・

柴田（1987）は，三郡変成帯を変成年代によって北部地

域の石炭紀グループ，西部地域のトリアス紀グループ及

び東部地域のジュラ紀グループに3分した．本地域はそ

の東部地域に属する．

　本地域の変成岩類の岩相についてみれば，主として泥

質片岩と緑色片岩からなり，かなりの量の珪質片岩と砂

質片岩を伴い，まれに石灰質片岩を伴うとされている

（岡村ほか，19751岡村・岡屋，1975a，1975b　l渡辺

ほか，19821渡辺，19851千貫，1985）．それらの原岩

についての記述は特にないが，泥質片岩は泥岩，緑色片

岩は塩基性火山岩類，珪質片岩はチャート，砂質片岩は

砂岩，石灰質片岩は石灰岩をそれぞれ原岩と想定してい

ると判断される．なお，泥質片岩のうちには偽礫質のも

のが一部に認められることを岡村ほか（1975）と渡辺ほ

か（1982）が簡単に述べている．

　中国地方の三郡帯では，山陰支脈に属する鳥取県東部

の弱変成中生層（三畳紀コノドントとジュラ紀放散虫を

含む）から礫質泥岩層が見出され亡おり（早坂，1986），

Keywords：Sangm，metamorphic　rock，pelitic　schis七，

original　rock，olistostrome，Shimane　Prefecture，basement

rock，Southwest　Japan
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山陽支脈（南部変成帯）に属する岡山県井倉地区ではオ

リストストロームを原岩とする弱変成古生層が見出さ

れている（武田・西村，1984）。また，岡由県勝山地区

ではオリストストローム層からなる弱変成古生層が分布

し，同地区の三郡変成岩にもオリストストローム層の存

在する可能性が強いことが指摘されている（三宅，1985）．

　今回，島根県西部地域においてオリストストロームを

原岩とする三郡変成岩が広く分布することが明らかにな

った．ここに，その岩相を詳しく記述し，今後の研究の

資料としたい．

2．地質概説

　島根県下の三郡変成岩のほとんどは，江津市の波積本

郷南方を通るE－W系断層（波積断層）以南に分布して

いる．主な分布地は，益田一三隅地域，浜田一金城地域及

び江津地域である（第1図）．

　益田一三隅地域の三郡変成岩は，三隅層群と呼ばれ，・

下部から都茂累層・二川累層及び黒沢累層に区分されて

いる（岡村ほか，1975）．そして，三隅層群の見かけ上

の全層厚は6，000mと見積もられている．都茂累層は，

泥質片岩を主とし，珪質片岩・砂質片岩・緑色片岩及び

石灰質片岩を伴う．二川累層は，下部では主に泥質片岩

と緑色片岩からなり，少量の砂質片岩と珪質片岩を挟み，

まれにレンズ状石灰質片岩を伴う．主部では主として砂

質片岩と泥質片岩からなり，少量の緑色片岩と珪質片岩

を挟み，まれにレンズ状石灰質片岩を伴う．黒沢累層は，

下部では砂質片岩を主とし，上部では泥質片岩を主とす

る．益田市南方では，一般に走向NE－SWで，西に傾

斜する．三隅一美都地区では，走向E－WないしNNE－

SSWで，北に傾斜する．

　益田一三隅地域では，全域にわたって緑泥石一パンペリ

ー石ないしはパンペリー石一藍閃石などの鉱物組合せを
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第1図　島根県西部の三郡変成岩分布地域地質概略図
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示すものが混在して出現し，三郡変成帯のなかでももっ

とも低変成度部に相当する（岡村ほか，1975）．本地域

の三郡変成岩は片理や線構造の発達が一般的には弱いが，

相対的に，層序的に下位のものほどより弱く，上位で比

較的強い傾向がある．

　浜田一金城地域の三郡変成岩は，泥質片岩と珪質片岩

とを主とし，少量の砂質片岩と緑色片岩を挟み，蛇紋岩

を伴う．走向の一般的傾向はE－W系であり，全体とし

て北に緩く傾斜する．変成鉱物の組合せはアクチノ閃

石一緑泥石相を主体としており，変成度は低く，益田一三

隅地域の変成相に相当するとされている（岡村・岡屋，

1975b）．

　江津地域の三郡変成岩は，江津市東方の東西10km，

南北8kmの範囲に分布しており，上津井を通るNW

系断層によって東部地区と西部地区とに区分される（岡

村・岡屋，1975al千貫，1985）．東部地区に分布する

地層は，波積南層と呼ばれ，泥質片岩を主とし，緑色片

岩を挟み，蛇紋岩を伴う．本層の泥質片岩と緑色片岩に

は，片理や線構造がよく発達している．西部地区では，

北部に変輝緑岩類が分布し，南部に緑色片岩を主とする

田ノ原川層が分布する．田ノ原川層は，主としてアクチ

ノ閃石の変状斑晶を含む緑色片岩からなり，薄い泥質片

岩層を挟んでいる．本層も片理や線構造がよく発達して

いる．変輝緑岩類は，変輝緑岩・変斑れい岩・圧砕花南

岩・超塩基性岩類から構成され（小林，1979），波積南

層及び田ノ原川層とは断層で接している．本岩類には角

閃石等の鉱物の配列による片状構造が発達しており，特

に北東部と南部で顕著である．波積南層は，走向ほぼ

E－Wで北に緩く傾斜する．また，田ノ原川層は，走向

NE－SWで北西方に急斜する．層厚は，東部地区で

2，500m，西部地区で3，000mと見積もられている（岡

村・岡屋，1975a）．変成分帯では，東部地区は藍閃石一

アクチノ閃石帯に属し，西部地区はアクチノ閃石一緑れ

ん石帯に属する（橋本，1972；岡村・岡屋，1975a；千

貫，1985）．東部地区では，ローソン石を伴うものがあ

り（Watanabeε古αZ．，1983；千貫，1985），蛇紋岩体

の周辺では点紋片岩が見られ，ざくろ石を含むものもあ

る（渡辺，1985）．また，西部地区ではパンペリー石も

伴われる（渡辺ほか，1986）．このように，江津地域の

三郡変成岩は益田一三隅地域や浜田一金城地域のものより

も高温部のものであり，山陰地域ではかなり変成度の高

い変成岩である．

　三郡変成岩の放射年代は，益田地域のものが174Ma

（柴田・西村，1986），江津地域のものが186－195Ma

（西村・柴田，1987）ないし184－188Ma（渡辺，1985）

である．

3．　オリストストロームを起源とする

　三郡変成岩の産地

　第1図に示したように，島根県西部の三隅地域，浜田一

金城地域及び江津地域から礫質泥岩起源の泥質片岩が見

出された．これらのうち，三隅地域の須津地区のものが，

オリストストローム起源の泥質片岩のもっとも典型的な

性状を示し，しかも分布範囲が広い．

　本報告では，以下に須津地区のオリストストローム起

源の三郡変成岩にっいて岩相を中心に詳しく記述する．

4．須津地区のオリストストローム

　起源の三郡変成岩

　須津地区は島根県那賀郡三隅町大字岡見字須津にあ

る．

　オリストストローム起源の三郡変成岩は，第2図に示

したように須津周辺に広く分布しているが，その模式地

は須津港の南方の海岸にある．

　須津地区では，岡村ほか（1975）の三隅層群黒沢累層

に属する泥質片岩層が分布している．その走向はE－W

ないしN55。Wで，傾斜は10。一50。Nである．精査し

た範囲では，大部分がオリストストローム起源の泥質片

岩からなり，南部では古第三紀の黒雲母花南岩に貫入さ

れている．また，少数の小規模な花密斑岩とひん岩の岩

脈も見られる．古第三紀の花南岩体から500m位の範

囲では，泥質片岩層は，花高岩による接触変成作用を受

けて黒雲母ホルンフェルスとなっている．

　本地区の泥質片岩層は，益田一三隅地域に分布する三

隅層群の上部（黒沢累層中部）のものであり，片理や線

構造の発達の程度は比較的顕著である．しかし，このこ

とは，オリストストローム起源の泥質片岩のマトリック

ス（泥質の基質部）にっいて言えることで，そのクラス

トでは一般に片状構造の発達は極めて弱い．マトリック

スの部分の通常の鉱物組合せは石英一曹長石一緑泥石一絹

雲母一グラファイトであるが，接触変成帯では黒雲母を

生じている．マトリックスの部分では，再結晶は完全で，

珪質部と有色鉱物の多い部分とが縞状をなしている．構

成鉱物はいずれも細粒であり，広域変成作用で生じたも

のは片理面に平行に配列している．なお，黒雲母は片理

面に平行に配列するものとランダムに散在するものとが

あり，花南岩に近づくほど粒度が大きくなり，量も多く

なる．

　本地域のオリストストローム起源の泥質片岩層の厚さ

は，450m以上である。
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第2図　須津付近の地質図
　　　1：沖積層，2：安山岩岩脈，3：花闘斑岩岩脈，4：古第三紀花闊岩，5：オリストスト面一ム起源の三郡変成岩（泥質片岩），

　　　6：泥岩起源の泥質片岩

　原岩のオリストストロームは，泥岩の基質中に砂岩・

チャート・泥岩・シルト岩・苦鉄質火山岩など様々な岩

塊を含んでいる．以下に，その岩相を記載するが，含ま

れる岩塊についての用語は，AbbateεヵαZ．（1970）に

従い，クラストは径4m以下とし，オリストリスは径

4m以上とする．

　4．1泥質マトリックス

　マトリックスの部分は黒色一暗灰色の泥岩で，前述の

ように細粒で片状を呈し，片理面上には線構造も認めら

れる．鏡下では，主に細粒の石英・斜長石・絹雲母から

なり，少量の緑泥石・グラファイト・鉄鉱を伴っている．

接触変成帯では黒雲母を含む．石英・斜長石・絹雲母は

細粒結晶として片理の方向に平行に配列する．石英は，

そのほかに比較的粗粒（径0．2－0．5mm）の砕屑状のも

のがあり，その粗粒結晶はほとんど再結晶していない．

　4．2　クラスト

　クラストは，ふっう，灰白色一暗灰色で，マトリック

スより淡色である。クラストの形は多様で，レンズ状の

ものから角ばったものまである（第3図B）．一般には

片理面や微摺曲軸の方向に少し伸びたものが多いが，角

ばったものは片理面に斜交している．クラストの大きさ

も多様で，長径1mm程度のものから60cm程度のも

のまである．全般的には径1mm－3cmの小さなもの

が圧倒的に多いが，径4－60cmのものもかなり多く認

められる（第3・4・5図）．径4－60cmの砂岩とチャー

トのクラストの形はレンズ状・長楕円体状・角礫状であ

り，レンズ状と長楕円体状のものは片理面に平行に挟在

しており，角礫状のものは片理面と斜交している（第3・

4・5図）。クラストの岩種は，砂岩とチャートが多いが，

泥岩やシルト岩もかなりあり，まれには苦鉄質火山岩も

ある。それらのクラストは不規則に混じり合っており，

同一岩種のクラストが同一片理面方向に規則的に配列す

ることは全くない．クラストのうち泥岩やシルト岩は弱

い片状構造を示すが，砂岩・チャート・苦鉄質火山岩は

片状構造を示さない．

　砂岩クラストは，灰白色を呈し，原岩の砕屑構造をほ

とんど完全に残しており，広域変成作用による変形も著

しくない．砂岩の細粒マトリックスは再結晶しているが，

粗粒結晶はほとんど再結晶していない．鏡下では，石英・

斜長石・カリ長石を主とし，少量の黒雲母・白雲母・ジ

ルコンを伴う．

　チャートのクラストは，灰白色を呈し，多少片理面方
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憲叢

第3図　須津付近の泥質片岩
　　pm：小さい礫を含む泥岩マトリックス，ss：’砂岩，ch：チヤート

向に伸長している．鏡下では，完全に再結晶しており，

等粒状細粒石英のモザイク状集合体となっている．ごく

少量の白雲母と黒雲母の小鱗片を伴うが，雲母類の配列

はランダムで，片理直方向に平行に規則的に配列するこ

とはない．

泥岩とシルト岩のクラストは，暗灰色一黒色を呈し，

レンズ状をなして片理面方向に伸長している．鏡下では，

主として石英・絹雲母・黒雲母・長石・グラファイトか

らなる．片状構造を示すが，泥質片岩のマトリックスほ

ど顕著でない．泥岩はごく細粒であるが，シルト岩はご

く細粒の基質部と径0．02－0．05mmの石英・長石結晶

粒からなる．その石英・長石結晶粒はほとんど変形して

いない．

苦鉄質火山岩のクラストは，暗緑色を呈し，原岩の組
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第4図　泥質片岩中の砂岩クラスト（三隅町須津）

　　ss：砂岩，pm：小さい礫を含む泥岩マトリックス

織を完全に残している．鏡下では，細粒の長柱状斜長石・

角閃石・黒雲母・緑泥石・鉄鉱からなる．

4．3　チャートのオリストリス

須津地区の泥質片岩層中には，10m×30mの規模を

持つチャートのオリストリスがある．このチャートは層

状チャートであり，多少圧砕されているが，明瞭な層状

構造を残している．本岩は，厚さ2－4cmの珪質部と厚

さ0．3mm以下の泥質部からなり，片状構造は示さな

い（第6図）．珪質部は白色一灰白色で，鏡下では，径

0．02－0．05mmの細粒石英のモザイク状集合からなり，

ごく少量の白雲母と黒雲母の小鱗片を伴う．泥質部は暗

灰色を呈し，鏡下では，ごく細粒の石英・絹雲母・黒雲

母・斜長石・グラファイトなどからなる．

チャートの層状構造は周囲の礫質泥岩の片理面とほぼ

平行である．しかし，このオリストリスから少し離れた

部分の泥質片岩の片理面が走向N70。一800W，傾斜10。一
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第5図　泥質片岩中のチヤートクラスト（三隅町須津）

　　ch：チヤート，pm：小さい礫を念む泥岩マトリックス

20。Nであるのに対し，チャートオリストリスの周囲で

は片理面が走向E－W，傾斜70。一80。Nであり，そこで

の片理面はオリストリスの形態に規制されているものと

判断される．

5．その他の地域のオリストストローム

　起源の三郡変成岩

須津地区以外では，三隅町下古和，三隅町黒沢，美都

町丸山，浜田市下府町半場，同市上府町七条，同市後野

町，江津市波積町中向井などでオリストストローム起源

の泥質片岩層が見られる．いずれも多数の砂岩とチャー

トのクラストを含むものである．それらの岩相は須津地

区のものに類似しており，オリストストロームを原岩と

するものと判断される．

浜田市下府町半場のオリストストローム起源の泥質片

岩は，細礫以下のサイズのクラストと泥質部からなる基
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第6図　チヤートのオリスト拶ス（三隅町須津）

　　　ch：チヤート，p難1小さい礫を念む泥岩マト悔クス

第7図　オリストストローム起源の泥質片岩（浜田市下府町半場）

　　　pmζ小さい礫を含む泥岩マトリックス，ss：砂岩，ch＝チャート

質部に多数の長径3－15cmの大きな礫を含むものであ

る（第7図）．

　その他の地域では，クラストの長径は10cm以下で

ある．

　変成度の比較的低い地域のオリストストローム起源の

泥質片岩では，クラストの原岩あ細粒部は再結晶しては
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いるが，その原岩の組織がよく残されており，片理面も

クラスト中ではほとんど発達していない．一方，変成度

の高い江津市波積地区のものはクラストもよく再結晶し

ており，クラスト中に片理面も発達している．

6、結　論

島根県西部の益田一三隅地域，浜田一金城地域，及び江

津地域の三郡変成岩について調査した結果，第1図に示

したように，波積断層以南の島根県西部の三郡変成岩層

中に広くオリストストローム起源の結晶片岩層が含まれ

ていることが明らかになった．

オリストストローム起源の変成岩層の模式地は，三隅

町須津にある．ここでは砂岩・チャート・泥岩・シルト

岩・苦鉄質火山岩のクラストやチャートのオリストリス

が泥岩マトリックス中に含まれている様子がよく観察で

きる．これらのクラストは原岩の組織をよく残しており，

チャートのオリストリスも層状チャートの構造をよく残

している．

須津地区の地層やその他の地区のオリストストローム

を起源とする地層からは化石を見出していないが，江津

地区では，田ノ原川層から二畳紀の放散虫化石が発見さ

れている（竹下ほか，1987）．ただし，同地域全体の緑

色片岩の産状から判断すれば，二畳紀層は異地性岩塊の

可能性もあり，原岩の地質時代の決定には全域のさらに

詳細な検討が必要と考えられる．

　いずれにせよ，ここで報告したのは三郡帯山陰支脈主

部の結晶片岩についてである．この地域は，Nishimura

（1986）及び西村・柴田（1987）の区分に従えば，三郡

帯東部地域のジュラ紀グループに属し，三郡変成帯でも

最も若い時代の広域変成作用を受けたと考えられる．

　オリストストロームを原岩とする三郡変成岩としては，

鳥取県東部の八東層が知られている（早坂，1986）．．し

かし，八東層は広域変成作用が弱く，三畳紀・ジュラ紀

の化石を産している．この，三畳紀とジュラ紀の化石を

産する八東層が，厳密な意味での“三郡変成岩”に相当

するかどうかは検討の余地がある（田崎・早坂，19871

西村・柴田，1987）．

・今回報告した地層は，八東層とは異なり，三郡変成岩

であることは疑問の余地がない．

　このように，オリストストロームを原岩とする泥質片

岩層が三郡変成岩プロパーに広範囲に分布していること

は，西南日本内帯の地質構造発達史の解明に重要な意味

をもっていると考えられる．

　今後は，化石の検討を行い，原岩層の時代を確定し，

より詳しい地質構造発達史の解明に寄与する必要があ

る．
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